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自己免疫疾患 に対す る漢方方剤の 影響

　　
一 免疫複合体除去能 に対す る作用 一

研究内容

　自己免疫疾患の 病態形成 におけ る原因 の
一

つ と して 、 免疫複合体除去能の 低下 が考え ら

れ て い る。 免疫複合体の 局所へ の 沈着 は補体を介して炎症反応を もた らし、そ の 結果 、 腎

炎や血管炎を引 き起 こす と考え られ て い る。 こ の こ とか ら免疫複合体除去能を促進 させ る

こ と は 、 自己免疫疾患 の 病態 の 改善に つ なが る こ とが予想され る 。 本研究で は 、 免疫複合

体除去能に着 目 し、 自己免疫疾患 モ デ ル に対す る漢方方剤の影響 つ い て 検討を行な っ た。

1 ）GVHR モ デ ル マ ウ ス に対す る漢方方剤 の 影響

　宿主に 移植 した T リ ン パ 球が 、宿主 の 主要組織適合遺伝子複合体 （MHC ） の 抗 原性 の

違 い に よ り生 じる反応を、一一
般に 移植片対宿主 反応 （GVHR ） と呼ん で い る 。 また マ ウ

ス に 親系 マ ウ ス の 脾臓細胞 を投与 する こ とで惹起 した GVHR モ デ ル は 、
　 SLE な ど の 全 身

性 自己免疫疾患 と類似 した病態 を示 し 、 自己免疫疾 患 モ デ ル と して 有 用 で あ る 。 こ の

GVHR モ デ ル マ ウ ス を用い て 、 種々 の 漢方方剤の影響に つ い て 検討 した結果、当帰芍薬

散 、 帰脾湯 、 桂枝人参湯で 、 血中免疫複合体量 の 減少お よび脾臓重量 の 増加抑制作用が 観

察され 、 自己免疫疾患 の 病態改善 に有効で あ る と考え られ た 。

2）免疫複合体結合能 に対す る当帰芍薬散の 影響

　当帰芍薬散が 、 自己免疫疾患 モ デ ル で ある MRL マ ウ ス の免疫複合体除去能を促進 し、

ま た血中免疫複合量 を減少させ る こ とを明 らか と して きた 。 さ ら に in　 vitro で の 免疫複

合体結合能測定系に よ る解析で 、 こ の 作用 は構成生薬中の 当帰 と蒼朮を同時 に抽出す る こ

と に よ っ て 発現 され 、 漢方方剤の 同時煎出の 重要性が明 らか と さ れ た 。

3 ） ス テ ロ イ ド投与に よ る免疫複合体除去能の 低下 と柴苓湯 の 影響

　 ス テ ロ イ ド剤 は 自己免疫疾患 の 治療 に有効 で あ るが、そ の 免疫抑制作用に よ り、 免疫複

合体除去能の 低下が引 き起 こ され る。 ス テ ロ イ ドに よ っ て 引 き起 こ され た 免疫複合体除去

能の 低下 に対する漢方方剤の 影響を検討 した結果 、 柴苓湯を投与す る こ と に よ り免疫複合

体除去能 は促進 した。
こ の こ とか ら、

ス テ ロ イ ドに よ る免疫複合体除去能の低下 に対 し、

柴苓湯の 併用が 有効で あ ると考え られ た 。
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